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令和８年５月 11 日

関係機関各位

静岡県経済産業部農業局畜産振興課長

県内での豚熱の発生に伴う風評被害の防止及び県内農場の感染防止

対策について

令和８年３月に続き、５月５日に発生した豚熱について、皆様には感染拡大防

止に御協力を頂き、大変ありがとうございました。

５月 10 日に、全ての防疫措置が無事に完了いたしましたので、御報告いたし

ます。

生産者や関係事業者の皆様におかれましては、御心労が重なる中で、根拠のな

い情報に戸惑われることのないよう、下記の点について、改めて御理解と御協力

をお願いするとともに、貴団体の関係者に周知をお願いします。

御不明な点がありましたら、畜産振興課までお問い合わせください。

記

１ 正しい情報に基づく行動と風評被害の防止について

・発生農場で飼育されていた全頭は、家畜伝染病予防法及び国の指針に基づき

病原体の封じ込めを行ない、５月 10 日に防疫措置が完了したことを国と確

認しています。

・発生農場の感染経路や原因については、現在、国が疫学調査を進めておりま

すので、今後の情報に御留意ください。なお、これまでの全国発生事例の現

地調査概要は、農林水産省ホームページに公表されています。

・今後も、県や国からの正確な情報に基づいて冷静に行動いただき、根拠のな

い噂などにより誹謗中傷や不当な取引停止など風評被害が起こらないよう、

業界全体での御理解・御協力をお願いいたします。

２ 県内農場での豚熱感染防止対策について

・県内の農場では予防的に豚熱ワクチンの接種を行っているため、防疫措置完

了前であっても発生農場以外の豚の移動や出荷の制限はしていません。

・本県では、ほぼ全域で野生イノシシの陽性が確認されており、豚熱ウイルス

が県内の農場に侵入するリスクは続いているため、各養豚場において、飼養

衛生管理基準を遵守することが必要不可欠です。

・衛生管理区域に入る業者の皆様をはじめ関係者の方々には、車両の消毒や専

用の衣服・長靴の着用、手指の消毒など、感染防止対策の徹底の継続をお願

いいたします。

・今後、県におきましても、発生防止に向けた対策として、各農場における消

毒の実施や衛生管理状況の確認を強化する等、発生予防の徹底を図ってまい

りますので、引き続き、皆さまの御協力をよろしくお願いいたします。
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本県で発生した豚熱の防疫措置の進捗状況について（最終報）

【本日午前11時00分に防疫措置が全て完了しました。】
【同時刻をもって、静岡県豚熱防疫対策本部現地対策本部を廃止しました。】

１ 農場の概要
　所 在 地：富士宮市
　飼養状況：豚 3,873頭

２ 防疫措置の状況

防疫措置 処分頭数
殺処分（3,873頭） 終了（９日（土）午前３時57分）

埋却処分 終了（９日（土）午後２時28分）
消毒・清掃作業 終了（10日（日）午前11時00分）

３　防疫作業員の動員人数
　　延べ935人（県職員、民間事業者）　

４　協力団体・企業
　　家畜防疫に関する協力協定締結団体をはじめ、多くの企業に御協力を頂きま
　した。
　　御協力ありがとうございました。
　　各団体、企業名は県ホームページに掲載していきます。

５　相談延べ件数

相談内容 相談件数
家畜に関すること ０

食品の安全性に関すること
飼育動物に関すること

０

野性イノシシの家畜伝染病に関すること ０
野性イノシシの農業被害に関すること ０

６　防疫作業員等からの健康相談
　　なし　

７　その他
　　（1）豚熱は、豚・いのししの病気であり、人に感染することはありません。
　　（2）現場での取材は、生産者の方のプライバシーを侵害するおそれがある
　　　　ことなどから、慎むよう御協力をお願いいたします。
　　　　特に、ドローンやヘリコプターを使用しての取材は、場所の特定につなが
　　　　るため、厳に慎むようお願いいたします。
　　（3）今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、生産者等の関係者や消
　　　　費者が根拠のない噂などにより混乱することがないよう、御協力をお願い
　　　　いたします。



【知事コメント】

県民の皆様へ

今年、県内２例目となる、5月5日に県内で発生しました豚熱につきましては、関係
機関の皆様の御理解と御協力のもと、迅速かつ徹底した防疫措置を進めてまいりま
した。その結果、本日、5月10日をもって、全ての防疫措置が完了いたしました。

今回の防疫作業に当たりましては、県の職員はもとより、多くの関係団体の皆様
に、多大なる御尽力をいただきました。
連休中にもかかわらず、昼夜を問わず、過酷な現場で作業に当たってくださった全
ての関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。

また、地域の皆様には、このたびの防疫措置について格別の御理解、御協力を賜り
ましたことに対し、心より御礼申し上げます。

養豚業は本県農業の一翼を担う重要な産業の一つです。
県といたしましては、発生農家の方への経営再開に向けた支援に取り組むと共に、
県内の養豚農家に対して、改めて消毒など飼養衛生管理基準の遵守指導を徹底して
まいります。

なお、県民の皆様には、今回の豚熱発生により、不安を抱かれた方も多かったと思
います。
しかし、豚熱は豚やイノシシの病気であり、人に感染することはありません。
また、感染した豚が市場に流通することもなく、県内で販売されている豚肉はこれ
までどおり安全ですので、安心してお召し上がりください。

今後とも、関係機関と一層連携を密にし、豚熱の防疫体制を強化することで再発防
止に努めてまいります。
引き続き、皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。

令和８年5月10日
静岡県知事　鈴木康友



畜産関係車両ドライバーの皆様へ

令和８年５月５日に富士宮市で発生した豚熱について、周辺農場

では豚熱ワクチンを接種しているため、豚や関係資材の移動制限は

しておりません。

このため、当該地域における飼料運搬等の畜産関係車両の通行に問

題ありません。

一般的に、国内では豚熱ウイルスに感染した野生イノシシが確認さ

れているため、畜産関係者は、引き続き、以下の対応をお願いいたし

ます。

○消毒方法

・動力噴霧器等で、タイヤ（表、裏）、タイヤカバー（タイヤハウス）、

車体の下側を消毒。

・アルコールで、運転席、フロアマットを消毒。

事務局 静岡県経済産業部農業局畜産振興課

電 話 ０５４-２２１ -２７４２

E-mail chikusan@pref.shizuoka.lg.jp

①ウイルス拡散を防止するため、下記を参考に車両消毒を実施

②畜産農場の衛生管理区域に車両を進入させる際には、消毒の徹底
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